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　　　新課程　数学教科書のご紹介

 数学 Progress シリーズ

１．メリハリある授業で無理なく「速習」

　入試に対応できるように問題のタイプを充実さ

せながらも，ページ数は可能な限り抑えました。

さらに，「Introduction」や「復習マーク」など，

授業にメリハリをつけやすいような工夫も散りば

めています。

　生徒がつまずきやすいところには時間を割きな

がら，無理なくスピード感のある授業を行うこと

が可能です。

●多彩な問題をコンパクトに収録

　入試に必要な要素を一通り網羅し，さまざまな

タイプの問題を掲載しています。

　一方で，「速習」を実現しやすくするため，可

能な限りページ数を抑えました。

●導入例「Introduction」

　身近な題材や既習の内容など，生徒がイメージ

しやすい導入に適した話題を，本文と区切って掲

載しました。

　これから学ぶ内容への動機づけをスムーズにで

き，授業前に生徒に読ませておけば，時短効果も

見込めます。

●既習事項を示す復習マーク

　既習事項の横に青いラインを入れ，新しい学習

内容との区別を明確化するマークとしました。

　この部分の解説を簡単にするなど，新しい学習

内容に重点的に時間を割く工夫ができます。

２．自学自習に配慮

　“思考力・判断力・表現力”とは，“確かな知識”

と“自ら考える力”の掛け合わせであるとの考え

方に立ち，授業の内外で生徒が主体的に学習でき

るよう，工夫しました。

● Tips で例題のポイントを整理

　例題や応用例題について，解法の指針を示す

「Tips」を充実させ，掲載した解法をより汎用的

な知識として定着できるよう工夫しました。

新課程で発行する教科書をシリーズごとにご紹介しています。

是非，ご検討ください。（詳細はパンフレットをご覧ください。）

数学Ⅰ Progress
A5判　218 頁

数学 A Progress
A5判　170 頁

数学Ⅱ Progress
A5判　254 頁

早期の受験指導移行や学習内容の増加などで求められ

る速習ニーズに応えながら，大学入試改革で求められ

る思考力・判断力・表現力の養成も可能にする，進学

校向けの教科書

（数学Ⅰ Progress p.166）

（数学Ⅰ Progress p.70）
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●生徒用シミュレーションコンテンツ

　教科書とリンクしたデジタルコンテンツとし

て，各種シミュレーションをご用意しました。

　紙面や板書では表現の難しいグラフや図形の動

きも，生徒自ら体験できるようにしました。

●チャレンジ問題

　各章の章末問題を解き終えたあと，余力のある

生徒用に，デジタルコンテンツとして「チャレン

ジ問題」とその解答，さらにはピックアップした

問題の解説動画もご用意しました。

　解説動画は，「方針⇒解説（⇒別解）」の構成と

しています。問題文を見て解けなかった場合で

も，ヒントとして「方針」を見た後で，諦めずに

自力でもう一度トライできるように配慮しました。

３．指導しやすいアクティブラーニング

　指導方法に悩まれる先生方も多いアクティブ

ラーニング (AL) についても工夫しました。

●「Progress -考えてみよう・話し合ってみよう-」

　各節末問題の最後に，「課題学習」より従来型

の問題に近く，かつＡＬ教材としても活用が可能

な問題を掲載しました。

●「課題学習」は共通テストを意識

　「日常・社会の事象」，「情報機器の活用」等，

大学入学共通テストでも出題されやすいテーマを

扱いました。AL 教材としても活用できますが，

共通テストと同様の長文問題とも捉えやすい題材

を選んでいます。

　また，課題学習についても，授業展開スライド

とスライド対応プリントをご用意しました。

４．選べる３種類の副教材

　“思考力・判断力・表現力”を養成するには，

教科書や授業での学習だけでなく，問題集での反

復演習を通した学力の定着も非常に重要です。

　様々なニーズに応えるため，3 種類の対応問題

集をご用意しました。

① Prominence シリーズ

教科書との連動性を重視し，各問

題に教科書の対応問題へのリンク

を掲載した問題集

②エクセルシリーズ

左ページ例題，右ページ問題の

見開き１テーマを基本構成とした

問題集

③アクセスノートシリーズ

例題→類題→ Exercise の見開き

１テーマを基本構成とした書き込

み式ノート教材

新課程で発行する教科書をシリーズごとにご紹介しています。

是非，ご検討ください。（詳細はパンフレットをご覧ください。）

（数学Ⅰ Progress「　　　　　　　　　の最大・最小」）

（数学Ⅰ Progress ２章「集合と論証」チャレンジ問題）

（数学Ⅱ Progress  p.204）

（中略）

教科書「数学Ⅰ Progress」の QR コンテンツは

右の QR コードからアクセスできます。

（数学Ⅰ Progress p.196）
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 新編数学シリーズ

１．スムーズな学びを実現する

　学びのスムーズさが，理解の深さに直結します。 

● Intro でスムーズな導入を

　スムーズに導入するための適切な具体例や既習

事項を「Intro」として扱っています。

●見開き構成にこだわりました

　ページの途中から項目がはじまったり，ページ

の途中で終わったりしないように，ページ単位で

内容を区切りました。練習を解くための公式をス

トレスなく確認できることも大きなメリットです。

● QR コンテンツ　- シミュレーション -

　“動き”のある内容を学ぶときには，実際に動

的なコンテンツを操作することがスムーズな理解

につながります。スマートフォンで手軽に呼び出

すことができ，ボタンやスライダーでの直感的な

操作が可能です。

２．知識・技能が深く定着する

　知識・技能を確実に定着させることがますます

重要になっています。

● 例・例題をスモールステップで

　ひとつひとつの学習要素を着実に理解していけ

るように，例・例題をスモールステップで配置し

ました。

●豊富な練習

　練習では，例・例題を参照して無理なく解ける

レベルの問題を扱っています。十分な反復練習が

行えるように，問題数の充実にもこだわりまし

た。 

新編数学Ⅰ 

A5 判　206 頁

新編数学 A

A5 判　170 頁

新編数学Ⅱ 

A5 判　238 頁

（新編数学Ⅰ　p.91）

基礎の定着と応用力を同時に見据える万能中間版

（新編数学Ⅰ　p.90）
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● CHECK

　節末に，例・ 例題と同じ難易度の反復問題を

配置しています。解き方を思い出せないときでも

すぐに本文を確認できるように，該当箇所へのリ

ンクをつけました。

３．思考力を PLUS する

　思考力が身につく題材を，自由に選択できる教

材として豊富に用意しました。

●思考力 PLUS

　思考力を養うための選択教材です。関連項目

の直後に配置しています。 ほぼすべての思考力

PLUS に例や例題，練習を設けました。

●章末問題

　章末問題を整理し，目的に応じて使い分けられ

るようにしました。

章末Ａ：本文よりやや難易度の高い題材

章末Ｂ：入試レベルの応用力を養うための，更に

　　　　難易度の高い題材

４．数学がつながる，広がる

●学びの意欲を引き出すビジュアル

　章とびらを写真メインにするなど，数学に対す

る豊かなイメージを育めるようにしました。

●学びを活かす，しめくくり

　これまで学んできたことが，社会に，将来に，

どのようにつながっていくのか，具体例で学べる

コラムを章末に配置しました。

５．選べる 4 種類の副教材
　

①スパイラルシリーズ

教科書との連動性を重視し，各問

題に教科書の対応問題へのリンク

を掲載した A5 判（小判）問題集

②アクセスノートシリーズ

やや難しい問題も掲載した，レベ

ルを上げられる書き込み式ノート

教材

③ラウンドノートシリーズ

新編数学準拠の，標準的な

書き込み式ノート教材

④ステージノートシリーズ

新編数学準拠の，基礎・基本に主

眼を置いた書き込み式ノート教材

教科書「新編数学Ⅰ」の QR コンテンツは

右の QR コードからアクセスできます。

（新編数学Ⅰ　p.3）

（新編数学Ⅰ　p.50）
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 高校数学シリーズ

基礎・基本に徹したしっかり学べる大判教科書

１．多様な生徒に配慮した授業ができる

　基礎・基本に徹した教科書だからこそ，十分な

問題量を載せました。また，中学校以前の内容を

復習しながら学べるよう配慮しました。

●小問を多く配置

　実教出版の「高校数学シリーズ」は，伝統的

に「内容は精選するが基本的な問題は多く掲載

する」という方針で編修されてきました。その方

針を今回も維持し，特に反復練習が必要な箇所で

は，小問を多く配置し，基礎・基本の定着が図れ

るようにしました。

●生徒の計算力の差に配慮

　近年多くの学校様から，計算の速い生徒，時間

のかかる生徒の差が大きくなってきているという

ご意見をいただいております。教科書としても配

慮し，特に反復が必要なページに，下のような

「プラス問題」を掲載しました。

高校数学Ⅰ 

B5 判　196 頁

高校数学 A

B5 判　138 頁

高校数学Ⅱ 

B5 判　204 頁

　「プラス問題」の中で，教科書の「問」よりも

少しレベルの高い問題には「up」マークを付し，

教科書の「問」が速く解けた生徒に挑戦させるこ

とができます。もちろん，全員の生徒に演習とし

て取り組ませることもできます。

●復習しながら学べる

　数学 I と数学 II の巻頭に「ウォームアップ」を

載せました。数学 I のウォームアップは中学校ま

での内容で構成し，数学 II のウォームアップは

数学 I の内容を中心に構成しました。本文でも，

適宜復習内容を掲載し（ページ端の鉛筆マーク），

既習事項を振り返りながら新しい内容を学べるよ

うに配慮しました。

２．新しい教育へ対応

　新しい学習指導要領では「何を学ぶか」に加え

て「どのように学ぶか」も重視されています。基

礎・基本に徹した教科書として，先生方や生徒の

負担軽減を図りました。

●「やさしいアクティブラーニング」の提案

　主体的・対話的で深い学びを実践するためには，

先生方の準備にも時間がかかりますし，実際の授

業も時間がかかることが多いと言われています。

「高校数学シリーズ」では，次ページにあるよう

な「やってみよう」とエクササイズ（節末問題）

の最終問題である「考えてみよう！」で，主体的

に考えたり話し合ったりする問題，かつできるだ

け負担感の少ない基礎的なもので構成しました。

（高校数学 I　p.17 プラス問題）
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●デジタルコンテンツが活用できる

　右下の QR コードから，コンテンツにアクセス

できます。教科書のもくじにも同じ QR コード

が印刷されています。2 次関数のグラフなど，動

きのある内容を直感的に学ぶことのできるシミュ

レーションを用意してあります。

３．自ら学ぶ力をつける

　変化が大きい現代社会では，先の見通しがたて

づらくなっています。数学を学ぶことを通して，

自ら考え，学んでいく態度を養うために，教科書

でも最大限配慮しました。

●「解答」の充実

　巻末の「解答」では，教科書の「問」や，先述

した「プラス問題」や「ウォームアップ」の解答

をすべて掲載しています。

　また，QR コードでデジタルコンテンツにアク

セスすると，途中計算も含めた解答のファイルが

閲覧できます。解答結果の正誤だけでなく，生徒

自身で「どこで間違えたのか」「どこの理解が不

十分だったのか」を確認することができます。

４．読みやすさの工夫

●数式を読みやすく

　実教出版の「高校数学シリーズ」オリジナルの

数式設定を採用しています。たとえば，中カッコ

は，小カッコよりも縦に長いものを採用し，無意

識のうちに式のかたまりがとらえられるようにし

ています。

（高校数学 I　p.73　7 行目）

　また，たとえば上の数式の「プラス」や「マイ

ナス」の前後など，わずかに空白を入れて，圧迫

感の少ない見た目の数式にしています。

 
５．ノート型副教材３シリーズ

　教科書「高校数学シリーズ」に対応した準拠・

傍用のノート型副教材は，生徒の実情に合わせて

選択できるように 3 シリーズご用意しました。

①ステップノートシリーズ

教科書と同じレベルの類題で構成

した書き込み式ノート教材

②スタディノートシリーズ

左ページに教科書と同じ問題を載

せた，授業のノート代わりに使用

できる書き込み式ノート教材

③高校サブノートシリーズ

穴埋めで思考過程を学べ，少し難

しい数値の問題も含む書き込み式

ノート教材

教科書「高校数学Ⅰ」の QR コンテンツは

右の QR コードからアクセスできます。

（高校数学 I　p.22　やってみよう）

（高校数学 I　p.31　考えてみよう！）


